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友好都市議員交流会開催報告

桑名市と白河市と行田市の関係は約 180 年前に遡る事から、4年に1回友好都市議員交流会を開催しています。
今回は、福島県白河市が開催会場で高橋白河市議会議長の挨拶から始まり、鈴木白河市長、安藤桑名市議会議

長、吉田行田市議会議長の挨拶がありました。特に鈴木市長からは、3 ･11発生後、2市の迅速な対応は国、県より

早く、災害時･緊急時は自治体単位の小回りの利く協力体制が必要とお話がありました。
友好都市交流の必要性が十分理解できました。
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白河市の被災状況(3月 11日東日本大震災)市民生活部生活環境課

1 .被災の概要

白河市では震度6強を観測し、地震発生直後から電話が不通、断水、鉄道が不通、道路の陥没、法面崩壊、
建物倒壊、ガソリンなどの燃料不足、食料品などが品薄。
市内での犠牲者は 15 人 (白河市は津波災害ではなく、法面崩落･倒壊等の下敷き被災)

被害額は、河川や道路、公営住宅、下水道、上水道、農業用施設などの 60 億円を超える。小峰城の石垣崩

落などの文化財の被害を加えると、膨大な復旧費用が見込まれる。
また、現在でも400 人を超える市民が市外へ自主避難をしている。
さ拭こ、原発事故による健康不安や福島県産のあらゆる物が敬遠され、深刻な風評被害は現在も続いてい
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水道は、市内各所で多数の漏水があり、復旧まで2週間以上を要する。この間、炊事、洗濯、風呂、トイレなど

市民の日常生活が麻痺する状態となり、市内3ヶ所に設置の貯水槽や給水車による飲料水等の供給の際には、
多くの市民が順番待ちをする状態となるo
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(5 )救助活動
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市内葉ノ木平地区では 10 万話を超える大規模な土砂崩れが発生し、13名が犠牲となる。 .
も もぎさ .

現場では、消防署、警察署、自衛隊消防署、建設業者が 24 時間対応で救助活動を実施し、テレビや期m間

が連日報道する事態となった。 　　　 　　　　　　
(6 )その他
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となるoまた、事件を未然に防ぐため警察署員が配置袴避絶対ガンスタンドも出猟 ･

食料品などの品薄も深刻で、コンビニやス一様 には力ダラーメジが無くなりまたペツドボトノセ認諾 # *
水も無くなる状態となる。さら&こ、菓子パンや弁当も品薄となり、店内の様子は ｣ 変する。 璋 ,
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復興こ向み津市の基本的な方針ゃ菫点花すべ馨壷滲内蓉を示滴碆数

兆、l 計画o　　　 　　

　　　　　　 　　
復興への目標や取組み内容等を市民･事業者等にわかりやすく示すこと

により、市民等の不安の解消、市民等との目標の共有、市の取組裂
入吸理
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解と協力の促進を図り、効果的かっ効率的な事業推進を目指すものとした。
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･再生可能エネルギーの活用などの新たな取組みを進める

などの基本的な視点に立ち、復興に向けた基本理念を次のとうり3つ掲げた。



基本理念1 安全安心な暮らしの確保

基本理念2 災害に強く持続的に発展するまちづくり(ハード･ソフト面からとコメントあり)

基本理念3 地域のきずなと協働の構築

また、復興の基本理念を踏まえ、次の5つの基本目標及び関連する主要施策を掲げ、一体的な復興の実現

に向けて取り組むものとした。
基本目標1 原子力災害の克服(公共施設 108 箇所でのモニタリング実施)

基本目標2 市民生活の再建

基本目標3 安全･安心のまちづくり(情報伝達強化)

基本目標4 産業･経済の復興

基本目標5 魅力ある地域と人づくり

4 .緊急重点事項

主要施策の中でも特に緊急性の高い取組みを｢緊急重点事項｣の位置付け、優先的に取り組むものとした。
緊急重点事項(緊急性の高い取組み)

1 .原子力災害への対応

2 .被災者の生活支援

3 .社会生活基盤の確保

5 .復興重点施策

本市が将来に向かって持続的に発展していくために重要な取組みを｢創造的復興に向けた重点施策｣に位置

付け、横断的な施策展開を進めるものとした。

創造的復興こ向けた重点施策(将来を見据えた取組み)
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夏季礬鬘発露鼾機会の創出 鱗八 月
3 ･地域のつながりと高齢者の元気づくり
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について国史跡の指定を受ける。 半

2 .被災状況 壁笹熱【主祭以外の控輔 0

平成 23 年3月 11 日の本震で9ヵ所、4月 11 日の余震で1ヵ所 全 壊…
“計1蜥におい 繃 鰔たoまた･捻 辯目地離さ箋 離

礬努#髪をo億鬮襲妻榊
①復旧作熟ま･国の文化財災害復旧事業の枠で行って K 零

水 箇 : 増 輻輳 た
事業費の負担割合 国補助 70 % 県補助 15 % 市 15% 市営住宅 … 3檪(55戸) o

②本丸南面から三重櫓までの範囲を第1次修復範囲と位置づけでき-作業を行っていく。
現在の作業:本丸南側



･崩落箇所の記録化

･崩落石材の撤去

･崩落石材のカルテ作成 (石材 12,000 石で再利用出来るか調査ナンバリング)

4 復旧作業の公開等

･復旧作業は、極力市民に公開を図りながら進めていくことを基本姿勢としている。

･昨年 10月 2日々こ崩落状況の見学会、12月4日々こは小峰城と城下町における震災と復興についての講演

会を開催した。
･市のシンボルの復旧を市民と共に実現していくため、お城での様々なイ

ベントも今後企画していく。

被災した小峰城跡の石垣

n hr--!数台赤目会

小峯域幼."行川は,現在総延長で約2k駐機をしています、今川の環n本大震災では.本丸部分
葎--中心きtた即効所において、省難物消毒資してし次い jttた
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会や現地見学会を煎じて目さ/ソ･お{′ミ乏し-てまいりますので、引き妾ゞこさ′l･1料憲埼石畑の約斗に向

日ご理解/とご協力を事べぬいいた･ます、
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昭和にも崩落しており、今回の東日本大震災では、

その修復した部分が崩落している場所が多いと

説明がありました。
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(現在の様子です)

ここでの説明では、今回の地震では揺れが長く続きました。木が大きく揺れ、根の部分に近い所が崩落していたよ

うです。木を植える際も気をつけなければならないポイントかと思いました。
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この部分も、以前崩落し修復した所がまた東日本大震災で崩落したようです。蜻こN
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今後、どのようるこ力が加わり、どのように崩れたか調査をしていくようです。

過去に造った物と、新しく修復した部分は見た目には普通なのですが、自

力が加わると修復した所の脆さが目立ちます。
桑名市もこの様な箇所があれば、十分に調査をしていかなければならない

(現在の様子です)

本丸南面から三重櫓までの範囲を第1次修復現場

崩落石材の撤去
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崩落石材のカルテ作成



白河駅周辺を視察しました。

駅という、人が集まる所を中心にうまく街づくりされていると感じました。
昔の蔵を利用した施設です。
駅より徒歩5分に位置しており、すばらしい施設でもっと観光面でもPR が

必要かと感じました。
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白河駅内にぁる｢駅カフェ｣で騨け
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駅ヵフエに隣接しています、白河観光物産協会があり観光案内もここで案内が

出来るよ引こなっています。

人が集まれるような工夫がありました。

　　　
　　　　

に]
3F

｣比蛭

白河駅前に昨年、7月 24 日に開館しました白河市立図書館

地域の新たな拠点施-没として
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1日の利用者を約 600 人設定としていたそうですが約 1200 人が利用している

申ですo確かに現場を見字容陽光をぅまく利用
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